
Title アダム・スミス「地代論」の一考察
Sub Title
Author 島崎, 隆夫

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1948

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.41, No.3 (1948. 3) ,p.121(15)- 142(36) 
JaLC DOI 10.14991/001.19480301-0015
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19480301-

0015

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


-

'

■
.

.

 

.

:

i

.

,

.

へ
：
ノ

'

.

4

四

■

て

：.々

ジ
.

i

 

ハ
 7

'

 

.

,

.

.

.

.

中
佌
西
軟 

家 
f，
.

：/
1

 

.

.

.

.

.

'
V 

.
V
.

I

力が森へ用して嵛を

1

し
"

1

1

1

1

^

.

 

f

 

W

朝

S

金

t
 

!

s

l
 

I

し
に
の
*

つ
.

-

怫

湖

西

の

^

ァ
U

ア
、
■才
ル
、
レ
テ
ン
一
土
朝
も
略
.々

同
じ
逝
枰
を
迪
つ
ね
0

狠
逸
領
邦
で
も
メ
ク
レ
，
.ハ
ノ
フ
ル
ク
の
如
さ 

i

一
 

九

一

命

に

彥

ま
I

族

讓

形
f

lt
r

招
し
仁
が
，、
そ
れ
に
隣
れ
る
ブ
ロ
ィ
f

ノ.
で
I

が
武
力
い
て
優
勢
で
ぁ
つ
た
•れ 

め
平
く
勝
絶
さ
れ
^ .

、
英

，
佛

等

に

兄

る
.如
さ
.絕
對
王
政
が
成
立
し
|:

の
で
あ
つ
-|
:

::
°

.

.

,

V
 

■

:■
:

-.
.\

\
I
!:

j

:

ア
ダ
ム

•

ス
i

ス

S
代

論

1

の

.
一

考

察

奇

隙 ，

夫

ァ
ダ「

ム
. 

>
、
ミ
ス
は
社
俞
形
態
を
社
會
の
現
實
的
歷
炎
的
發
展
の
f

に
卽
應
せ
し
め
て
區
分
し
、
各
i
興
れ
る
社
#
に
興
れ
る
法
則 

,
を
安
常
也
し
め
る
0 

;
• 

, 

• 

. 

. 

. 

• 

. 

- 

' 

' 

:
 

■ 

■

V
:

 

_

_「

生

蔽
0
| 1
:

.

.

# :

的

形
«

0 -
,
如
^

仏

敝

は̂

;

勞
«

背

と

生_

猶

關
. ^
_

常

に

：
畫

^

の

が
行
は
れ
る
伫
め
忆
は
、
兩
者
の
紡
合
を
必
耍
と
す
る
の
で
^ ,
る
。
こ
の
結
合
が
行
は
’れ
る
^
殊
办
様
式
，に
從
，つ
て
、
社
#
措
逝
の
種

 々

、興
!̂
つ
に
經
濟
£
咔
期
.の
上
に
.區
別
が
與
へ
ら
れ
る
0」

HK
一
 

ス
ミ
ス
は
生
鹿
乎
段
と
炎
働
力
土
の
結
八
"
の
米
分
離
の
狀
態
と
、
生
淹
が

(

_

地
.
.
^
,
む
,

：̂

^
聽

；磐

證

證

康

摄,

、
ぺ1
^
^
^

で
は
秘
-し
ぐ
ー
0
'0
變
移
を
受
け
、
W,
興
れ
る
社
#
パ
に
於
て
は
異
れ
る
法
則
が
支
配
す
る
祺
を
論
じ
た
。
前
教
は「

资
木
の
薪
秘
と
土
地

0
.

 

.

 

.

 

■

 

y

 

-

.

 

..'.-■.i 

-
.
:
..へ
.
.
.
'
-

 

.

. 

-
-
'

.•

.

-

 

■

 

,1
-
.
-
;

 

-
 

-
.'
:

.

卜
、-

-

-
 

.■-.、

■■
■-.
 

-r-
.*.
'
.
.

の
狄
有
に
先
立
つ
初
期
未
^ )

の
社
#

‘

(

1ロ
c+
'
D
a
t 

earlw and 3
d
e

 s
t
a
t
e

-a
,
v
oo-
‘l
e
4
. which 
:
■
■;
,
.

)

'
J 註
二
.
fi
i

l

r
M始
的
狀
態 
Q
p 

that original stats, o
f

^

s *

$
 wbicb

.0
」

S

I
で
あ
つ
て
、
生
鹿
乎
段
.ど
勞
働
力
と
は
同

 
一
^
の
乎
小
に
#
许
し
、
所
謂「

取

•

ァ

グ
.

ム

•

’

ス

、
、
、

ス

ー

地

代

論

」

の

I

s

/■
, 

：

、
 

■ 

、 

*

1

丑

丨

C

一

1
1

：
>

 

.



，•，
ア

ダ

ム•.ス
ミ k

「

地
代
諭
卜
の 

一♦

ぼ

•

■:
.

 

‘

'

■

-
.
.

、

•/>
 

'

一

六

(

ニ

ー

一

一
.

純

商

紫

崔

伶

し

乂
 

r

罌

木

窥

社

命

」

•
に

襲

し

、
後
蔣
は
文
明
社
' #
Q

:

v

f
 

d
s
9
l

y
)

 

で
あ
つ
て
、
近

代

卟

き

、

•

.の
れ
ば
れ
で
.ゐ
る
s

、
I

「 -

資
冰
主
義
的
商
,!
/
.焦

社

#」

或
はT

资
木
、_

社
侍」

で
あ
る
。
然
も
な
’が
ら
、
，
ス
ミ
ス
は
•兩
社
#

に
於
け
ろ
椒
攸
法
則
の
瑰
論
的
關
聯
を
充
分
明
碎
に
^

^

し
得
な
か
つ
?:
<

'

•

>

<

 

ン

,
ス
ミ
ス
.の
规
•菜
る
第
一
の
社
#
形
®

-
»
侧
ヵ
と
组
鹿
手
段
と
，
の
米
分
離
の
耐
食

~

:
-
に
捉
て
は
ー
穷
做
の
全
生
济
聆
は
そ
の
グ

a

背
に
風
し
た
。
彼
I

共
に
分
.つ
べ
き
地
主
も
虫
人
も
布
た
な
か
つ
仁
O
J'I
f
k五
の
で
•あ
つ
た
。
商
品
、を
.生
鹿
す
る
れ|

に
必
要
ど
し
た
^

\
 

.、
 

^

^

(

所
^

づ
投
下
努
働
淤」

)

裳

康
.

の
交
換
關
係
を
5

#

す
る
|«
ー
 

Q

也
侦
で
u b

つ
て
、

L

商
H
Eを
W

ひ
、
7
乂
配
し
, ^

る
^

做
&

.

(

所
W

T

支
配
勞
働
掀」

)

と
姑
：的

にM

ー
で
あ
つ
7:
-

"
此
の
ニ
つ
の
相
贤
れ
る
朴
容
t

布
す
る
勞
働
妙
：-
^

-投

下

發

侧

請

：
と

夹

配

熒

働

览 

::
:
:
^
—
^

-

_

相
|

:

_し
■

:

る
：と

貪

_

鱿

は
：r

前
紙
凇
迤
_

載

#
:
ー
の
：覆

法' «
|
1
‘
關
免
|

|

朱
だ
_

背
观
を
姐
麻
—

、
、
矛

；
''
'
,,;

(

■議

_

_

_

_「

,

1 :
;
:1 ;
;

會」)

_

釋

で
あ
り
、
撤

.1
/
.を
生
康
し
、
獲
得
し
、
全
部
或
は
•一
 

部
を
交
換
に
供
し
- #

る
者
で
$

仁
0

冬
れ
故
ス
ミ
ス
は「

努
侧
.の
.金

盡

物

は

そ
 

.
へ
、の
|

8

^者
^ -

屬
1̂
:'

ぎ

」

七

論̂
:
'

^

^
砂
生
鹿
#

-<
0

^

^
献

.|
:

だ
努
: »
"

^

- «

に
の
み
；分
 

、
' 

.等
の
經
£

的
謂
1)
4

象
の
發
生
す
る
餘
地
は
未
だ
'
#
祀

し
.?
.
;
.か
.
つ
?:

0「

利
澗」

•

地
代」

等
の
浙
7:

な
る
齓
^

^

^
现
象
の
^

^

1
.て
'3
1
<
る

..

:

兹

^

前
资
來
生
義
社
#」

迹

^

«

し
、「

资
本
の
'蓄
祯
と
土
：
^
^
^

伤
に
な
る
社
#
形
態
下
に
於
て
ビ
ん
り
、
そ
.れ
ら
は「

资
木
主
義
節
靶
^
に
於
け
‘な
样
濟
的
諸
现
象
セ
あ
る
祺
が
了
解
川
來
る
:0
.
.:^
-:
'
- 

K
^

J:
-り
し
て
ス
ミ
ス
.が
取
扱
ひ
、
論
述
^

\ん
と
す
る「

地
代」

は「
资
ホ
、71
:義
«1
1
:
#」

に
於
て
现
象
す
る
純
^

の「

地
れ」

で
^

る

 ̂

'

■ 

厂

. 

. 

. 

_ 

\
 

,

' 

を

示

し

て

ゐ

，る

 

C 

，
■- 

■,
■ 

.‘
■■
* 

■
-

'

「

地
丄
^

象
一
が
發
也
す
る
に
里
る
の
は
、
そ
の
社
貧
ト
-
於
て
第
—

忙
资
木
の
藉
秘
が
^

姊
の
人
.の
平
に
猜
利
せ
.ら
れ
、
.そ
の
喷
ォ
'が

•社
命
的
I

I

の
支
配
下
f

f
、
社
兪
的
'集

r

s
本
に
、f

運
營
せ
ら
る
、
に
及
ん
だ
晻
で
t

o
而
し
て
、
-資
本
が
地
J
蜜
 

:

め
，地
盤
と
考
へ
ら
れ
る
農
4
生
產
部
断
に
ま
|

少
共
入
り
込
み
、
.農
業
，坐
傭
そ
れI

を
4
把
f

る
.に
至
っ
た
こ
、
七
で
f

。
第
一
一 

にi 
士
现」

.

©
す
•ベ
て
が
私
有
版
®
と
な
る
に
至
っ
た
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
敗
密
な
意
味
に
於
T
、
±
地
所
有
が
土
地
所
有
と
し
て
作
用 

、
す
る
こ
と
、
還

に

法

徘

上

の

H

、
經
濟
上
も
又
土
她
所
有
が
土
地
所
有
と
レ
て
：農

に

何

-等
か
の
作
相
を
及
す
如
き
土
牠
所
ぎ 

f

在
す
る
こ
と
I

るo 

’此
等
1一
っi

木
的
々
®

下
に
於
け
る
農
業
免
產
部
：_
に

於

て

地

代

現

象

の

へ

發

裳

篆

o

此
等 

4
能
&
に
於
究
し
、
地
代
成
立
の
^

:
-«
|
*悲
本
的
な
る
^
3
‘
の
を
%:
察
し
ゃ
、フ
0 

•へ

：

I 

'
.

"
'

.

’康
ー
に
、•
資
本
®

生
産
が
霞
經
濟
社
家」

支
配
じ
て
ゐ
る
盤
、
換
言
す
れ
ば
•、.
共
の
社
會
が
資
本
奢
社
命
.で

あ

之

湯

部

酣 

は
勿
論
の
こ
をf

農

售

而

に
4

棄

制

灣

が

支

酤

的

形
f

'
: b
-!
て
發
艰
^

^

木

制
-4
:

產
が
电
攀
的
役
割
を
演
じ
っ
、
あ
を
社
會
，

_
此
が
地 
1

現
象
發
生
成
立
の
第
一
の
前
提
と
t

o

 

•
此
‘
I

f

農
業
I

s

に
於
て
.

1

制
生
靡
1

成
レ
、
總
'て
の
農
業
生
#

か 

资
木
I

通
に
{元
嚷
移
行
し
て
|

.

こ
と
は
縈
し
も
餘
と
し
な
い
の>

.
t

が
，
然
し
乍
ら
、
全
く
資
本
制
生
產
が
農
業
生
產
部

と

し

て

螯

し
1 #

ず
、

交
f

し
傅
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、；
か
、
る
翦
の
存
在
对
ス
ミ
ス
を
し
て
I
代
ち
'

「

资
木
制
地
代」

と
し
て
把
I
せ
ん
め
る

に
至
ら
し 

め
た
の
で
t

o
斯
の
如
-く
、
资
本
制
生
S

都
f

前
提
叶
る
こ
と
は
卜
っ
の
雷
的
ぎ
据
V
,氣

へ

る
.の
で

あ

っ

て

、十
で
ル

,a中

 

*
に
至
.る
ィ
ギ
リ
ス
農
業
I

を
反
，

せ
る
も
の
，と
思
は
れ
る

a

グ
ミ
ス
に
と
っ
て
資
本
制
生
‘處
が
現
實
の
社
會
を
支
配
し
て
ゐ
る
と
沄 

實
は
咐
前
--
€
>现
專
あ
っ
た
0
何
篇
ふ
餘
.地
.

f

き
壤
實
と
し
で
、
又
永
^
不
變Q

社
會
4
し
てK

ミ
ス
に
映
じ
た
の
セ
.あ
っ
た
。
.
' 

,,
ス
ミ
ス
は
彼
潘
て
資
沐
の
蓄
扮
洛
は
ぺ
土
祂
層
が
•存
祚
じ
、
、
そ
れ
ら
^
乂
配
、
下
长
丄
き
農
_

の
遵
部
；摘

の

み

な

ら

す

社
倉 

现
象
カ一

切
翦
せ
し
め
ら
れ
て
ゐ
た
イ
ギ
リK

業
主
義
社
會
を
生
々
と
&

し
た
、の
で
あ

つ

た.0

•封
想
的

社

命

の

崩

壊

の

終

期

、

舊

ア

グ

ム;

ス

ミ

X 

f

地

代

論
,-
の

「

考

察

く

七
.

0
1
.

音
：}



の

f
 f 
I

J

パi

‘

、
匕
-

^

イ

ヵ
^

ブ

, i
,
、’

パ

• 

•

.
 

'

し

ン

、

、己
ょ

J

文

v

h

、、ハ

队

卞

设

^

下

ご

^

ぃ

^

る

に

至

つ

^

が

哿

の

斟

P

P

P

U

P

P

M

P

e

l

f

 

i

tlI
ll
U

R

li
II
H

i

f

f
 
す

f 

I

'

i.!

寒

、〕

I

I

 
働

？

 

i

l

l

l

l

 

へ

.

A

I

9

_

l

f

 

s

lr r
i i
f l

{'
-
‘
s

!

て

も

地

所

僅

土
 

I

4

i

n

 

'

す
べ
イ
"

!

地
.は

け

 

の
放
ド
め
f

i

と
へ
て
S

す
；が
如
キI

I

て
S

ず

る

范
I

と
し
て
化
t

て
グ
る
.，s

‘-

.‘；、
n '
y

 

f

a

 

t

也
f

 

i

k

f

 

.

リ
t

ド
：は
土
地
§

そ
の
も
g

地

代

成

赛
S

に
は
H

言

る

ガ
1

1

1

i t
l

i

l

へ
る
L

§

f

 

i

、，

,
r
t
. 

^
n
. 

I

す
ニ 

f V

て
ゐ
に
デ
ス
と
リ

‘
f

匕
の
土
地
所
有
の
經
濟
的
意
&
に
©
す
る
|

?

=

^
 

' 

I

I
 

疒
は
る
、
力
女
さ
rノ 

fナ
イ
}

:

す

V

い
.'
、
 

く
、
 

ノ
1
'、、
と
跟
、り
、、
ス
ミ
ス
は
土
收
所
府
を
資
木
の
土
地
へ
の

益
か
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
歷
史
的
稱
の
籠
に
紅
身
で
U

,

リ
メ
‘

ん
っ
' 

.

,

上
I

有
を
崖
し
て
.ゐ 

I

]

-

>

c一
 
大
I

へ
及
へ
し
文
M
度
と
し
て
把
捉
4
 

.
彼
ば
資
木
に
〒
ノ

 

つ̂
.の
®

と

し

て

の

デ̂

を
？

パ
,
て
ゐ 

m

l

人
l

r

,
 

 ̂

5

}
と
，I

と
I

f
し
し
、治
の
で
ぁ
つ
て
、
ス
ミ
又
の
地
代
I

ょ
り 

免

f
 K

は
地
代
I

を
8

す
I

に
f

.に
i

如
？

と
儿
H

札

-

t
t
.
c 

c

h

&

v

i

d

、、
 

「

h
i容

一

の

請

s

f
承
ぶ
こ
と
は
证
耍
1

る
。
® r

ス
'
.ミ
ス
に
姿
は
川
代
を
f

す

も

て

/

こ
'r
rざ

、

、
J

M

栽
と
じ
て
が
土
地
所
有
で
^
る
と
武
ふ
こ
ど
が
非
常
に
强
制
せ
^
れ
て
ゐ
る
し
‘は
六
ニ
の
で
あ
汔
.

近
.代
的
炎
本
^

典
社
合
と
も
^

以
前
の
社
#

と
を
极
木
的
忆
區
別
す
る
點
は
生
淹
，の
31
1
讲#

件

が

土

地

所

有

か

ら

‘̂

^

移

| ?

し
こ
#
 

犰
で
あ
る
。
蟹

的

g

M

に
，あ
‘つ
て
はS

ぃ
封
姐
的
農
村
經
撬
制
の
鄉
|
§
を
前
把
し
|>
.

S

村
’舞

體

制

よ
.
 ̂

Q

X

#の
分
離
.、
X .
業
生 

珍

-i
i
j
ぬ
に
於
て
丨 
1
く
も
^

木
-が
發
述i

近
代
的
^

本

癌

的

生
■

式
が
，支
配
的
と
な
/ ^
'
r r
t t
#

の
總
1

寒

す

?>
'

中
心
的
役
制
e

.

:沙
す
る
.に

つ

た

。
農

證

雷

； §
;

は

蛋

的

々

T
;證

.燈

お

く

れ
5

木

塑

產

が

麗

し

、
_

嘗

.の
‘近
代
化
4

本
、場

編

：_

|

1

_
: 1
| |

_

蓮

1 :

猶
_

屬

_

1

^

_

比
1 :
« :
-

凝

觀

.、
さ

れ

、

？

れ

拔

、

業

⑶
货
f

既
に
齊
永
|

ぶ

|

>

初
？

.

|

る

至

業
|

总

し
>

盡

達

の
.度
，
|

;
r

お
く
れ
て
ゐ
る
も
-の
と
し
て
農
業
生
陁
が
把
扼
$

れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
0 

<

• ;
:

.

'

•
 

■
 

< 

.

以
上
の
餅
前
捉
は
、
ス
、、、-
ス
の
ざ
な
ら
ず
多
く
の
ィ
ギ
リ
ス
の
地
代
論
容
が
诹
つ
た
も
の
.で
あ
り
、-
，
ミ
ス
よ
^

リ

ヵ

！

ド
ノ
リ

ヵ

！

-

ド
よ
りt、

ル
ク
0

と
喪
木
虫f

社
- #

が
上
办
進
般
し
て
行
く
に
件
ひ
、

ョ
H

i

前
极
が
考
究
せ
ら
れ
て
ゐ
るP

 

‘

,

さ
て
い
一
ス
メ
ス
に
あ
つ
て
地
代
戏
象
は
如
何
匕
把
抵
せ
ら
れ
て
ゐ
る
-で
あ
み
ぅ
か」

。
以
下
の
論
究
に
於
1
:
小
す
如
く
、
X

、、/
パ

专

•
 

Ji
l

論Q
*=

■に
ば
多
く
の 

一̂

祁
矛
; 5

す
る
が
如
き
娀
を
懷
か
し
セ
る
雜
观
論
の
促
開
を
兑
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
-は
^

ミ
ス
の
.

叙
 

換
溢
め
て
與
机
な
る
と
變
カ
の
鋭
さ
を
示
す
も
の
と
思
は
れ
、-
ス

、、、
ス

の

地

代

認

见

彼

以

後

か

多

く

-

馨

に

上

り

發

展

せ

し

め

‘
， 

ら

れ

た̂

^

- ^

瓦

版

と

匁

識

の

夜

水

上

^ -

與
へ
た
の
で
あ
るo

次
‘に
、
ス

£
ス
.が
彼
の
队
机
な
を
^

毁
認
^

に
^ ?

り

複

雜

な

る

也

：
^

兄 

參
を
4

和
に
儿

抱

し
#

^
> 1

論
を
展
別
し
た
か
を
«
^
つ
、

、彼
か
规
論
體
系
め
中
に
、.
後
に
肢
開
せ
ら
‘れ
た
所
謂「

乾
額
地

代」
「

"

.r
i

, 

對
挪
代」

の
/1
/
]芽
.雜

机

を
'

特
匕
後
象
そ
れ
を
か
察
し
や
、
1
 

た

:'
’ 

一
 

...
 

.
 

ノ 

, 

,

v

:

,

V
.
.
. 

.

.

.

.

. 

:
.

■/
.
. 

'
.
V.-
'
.
.
.
+
•

.'
■
■:

)

:•
;
-
. .:,;;:
.....■■
:
 

ノ 

.
•••
..'
'
:
.
.
-'
•
.
•
•
••
;
.
,
•,
/
.
:
;:
•
. 

.

. 
V...
.
. 

•
、
*
.
*
'

..
•■*
 

.

.

.

. 

- 

.

»:
•
••
•
:
.
.
, 

■;
■'
.
.

〜

•>'
.
,..
'
.
<
:
.
.

「

：
•
：
，
：

 

-V
.V-
••
.
.
'
.
-:
>
•
.
、
.
，

則

i
r

教
本
論j

策
1
‘

一」

5

 (

改
I

m

 

\̂M
-:
5

.

:

.
,
.璧

、
'
ァ
，ダ
^

.
力
4
 

.
r

网
活
論』

浓
s

一
 

：〇
〇
T l(

益
文
邮
版

:成'-N；



ア
ダ
ム

•

ス
ぅ
ス
^
地
代
論
六
の
一
考
察 

,

.

大

内

與

備

謂

v i
r l

ル)

•

-

■

、

饨

三

、
「

^
位

货

笫

ー

綢

ー

三

ひ

贺
,

.

.
 

0

「

M

s
論j

策

K
E

n
i

m

.

ニ
ー
0

、

.

(

1

5

.

i

敢
逸
_

歡
論
|

1

:處
|
_
:漫
_

1

_

nk
>>
‘
—1
'
泗
餘
似
侦
彤
說
把

」

.，
第

二

卷

一

三

七

页

(

改

造)fa

：
マ
ル 

、

灸
紙
第
十
将
術
仅
課
ニ
ョ
ル〕

' 

...'

エ

V

ス
I

代

を「

资
木
t

的
地
代」

t

て
、「

土

地

の

箬

矣

木

の

篇

」

下
に
於
て
發
生
す
る
f

的
规
象
と
し
て
£

レ

| 1
:

* #
:

藝

_

_

|

^

_

變

3

_

養

_

|

诵

漏

^

_

漏

_

動

1

1 :
:

_

_

_

_

_

_

^

^

,
.
.'

■
く
，
•.
'
-
. 

-
.

■:
■
■ 

一

■■
-■
.
':.
•
: 

.

.

. 

■;
■
:■
■
-

.

.

:

'
; 

.!
:
- 

.
'
.
>
' 

ベ：)

■
-
:
-ぐ.
./,
. - 

V
,
' 

.

;-
,
'■
.
:■■
-
.<
. 

.

.

. 

\
.
V

 

.■■
;
■
v
.-
**,
i
,
'
.
,
'
-
.
'
.
■

:■
.
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

. 

'
■
.
.

.
1へ

.

.

.

. 

- 

.

.

■■
■ 

■.
'
.

 

-
-■
■
■
.
 

/ 

' 

\
 

.

.

. 

->
-

■

.

.

.

『

,

,|-
-
!然
‘れ
外
の
''
|
[論
と
を
概
舰
し
や
ぅ
。

、

‘「

雨

が

一
.度

び

黛

の

人

々

の

手

に

漭

さ

れ

る

や

萃

、
派
1

ぁ
る
も
の
は
そ
I

木
を
用
ひ
て
、
勒
M

l

入
々
に
^
料
上 

$

醫

と

を
8

し

ふ

I

f

し
め
、
毒
の
製
作
物
の
5

に

よ

は

、
そ
の
认
\

の
|

が
|

|

依
に
添
加 

す
る
>

の
に
よ
つ
て
、S

s

 

I

t

)

 

'

S
よ
ぅ
と
t

の

は

息
I

I

。」

知
一
t

命

め

て

節
f

る
論
述
の
小
に
近
代
的
ベ

_
墨

_
§

1̂

|疆

_
_
_
_
_
:1
嫌

議

1

1

層

，
^

l

:

i
方
に
.はS

木
拿
小
に
麗
し
、
I

刺

及

素

资
料
を」

供
給
し
得
ろ
教
と
、他
方
に
|

. «

の
み
甚
施
す
る「

§

勉
な
る
人
々」 

饨
ー
一
と
の
分
離
、
こ
れ
が
资
木
制
|

株
式
の
溘
で
ぁ
つ
て
、
s

g

所
I

装
木
を
投
下
し
、

一
方
に
は
I

乎
段
、
他
方
に 

,

は
脱
料
と
I

翁

I

t

s

し
て
勤
f

文

I

し
て
仕
|

f

し
め
、

m

f

儀

せ

し

,

利

婴

と
す
る
の
で 

ぁ
る
。

W
Iを=

的
と
し
て

I
sと
I
力
を
8

し
て

Iが
霞
せ
ら
れ
る
。
か
く
し
て
、「

そ

I成
し
运
製
造
品 

を

、
I

、
I

、
矣
は
他
の
货
物
と
交
換
す
る
#

介
に
は
、

こ
-の̂
:險
に
敢

て
資
本
を

擎
る
に
の
囊
ゆ
企
業
家
に

も
そ
の
利
偶

' 

., ■
£

で
、
，m

び
職H

I

銀
を
I

ふ
に
奢

4

罘

に

、
何
物
か
が
抓
へ
ら
れ
な
K

ば
I

.

K
い
霞

I

生
泰
，
•

.
i
.

の
s

i

t

 

と
し
s

_

i

“
i

へ
ら
れ
：
罕

资

歡

ょ

り

多

恶

露

禁

支

怨

矣

ね

ば

な

急

.

へ，
.

S

楚

對

し
H

i

t

t

こ

と

S

I

そ
c

 

I

Q

綴

篮

s

f

に

4

焱

念

ら

，れ
|

士
%

.
す
、
•投
，
1

遺

と

利
f

し
で
の
沿
|

8

と
の
利
が
そ
れ
I

f

な
る
。
か
く
の
.如
く
、
ス

ミ

ス

曼

た

？

ぁ
る
。
ぐ

、

，

'
;.■囊
達

■
■
■

1

的

:2
裏

.■ 

.る
u

l

 

T令

肘

f

々
る
や
f

、
地
f

ま
た
す
ベ
て
の
他
の
'A ；
々
と
间
じ
く
、
彼
等
が
か
つ
て
路
か
な
か
づ
’

晋

の

？

H

分

見

て

ゐ

：
る
？

彼

t

は
.土
f

 

I

し
、
咨
然
物
を
收
f

ん
と
す
る
爲
に
は
土
地
の
错
に
對
し
て
？

：
へ
 

,

な

け

れ

泛
I

、
.
.そ

れ

は

機

？

£

.

い
^

1

0

彼
I

§

の
|

物
の
.一
f

代
f

,

し
，

.:

h
■
■
■
他

灣

實
_

■

ル

销

谨

ン
.ベ

.

.

「

投
卞

.
ミ̂
ft
f
E ふ 
9 

V
.

 

. 

. 

•

,

.

.

.

.

. 

:

: 

.

、；

•

.
以
上
S

 
く
、
^

本
及
S

J

が
I

に
i

す

逢

つ
S

本

義

I

に

於

て

は

、
：隊

物

を

塵

す

I

l

f

れ

た
T

 

,

.

一
 

へ

.：

：；

レ

'
:
.
'、

、

ニ

- :
.

5

へ

、

.

.



ノ

，

.ア
ダ
ム

 

*
 

ス
'

* 5
,

ス

'
,
‘

『

她

代̂

」

の
，『

'

#
察
て

.

.

.

.

‘

•

•'
)

.

'

 

’
 

一.
ニ
ー、
. (

，-i

x〕 

■

>
t:
す

部

分

は

.も

は

や

努

働

著

A
身
，の
乎
中
a-
人
ら
す
>
/
そ
れ
は
资
木
を
刺
-i
f
iし
卞
，と一
耳
ふ
件
で
、
成

は

‘
十
ー
地
を
利
用

^,
?:
と
云
，、
ふ

现
rl
i
で
1 

ソ
资
杰
旅
に
'は「

矶
㈣」

と
し
で
、
土
地
所
有
者
に
拟
.

「

地
代」

と
し
て
分
典
せ
ら
•る
'

に
茧
つ
?:
?

あ
る
o

.\ 

•

，ぃ

,

、
 

.
、
以
.
1
:
0
述̂
は
、
.
.ス
ミ
ス
が「

憤
値」

を
取
极
ふ
場
合
？
交
揽
惯
値
の
尺
度
と
1/
7'

の
资
修
'を
ノ
或
ぽ
投
下
努
働
故
の
意
味
に
解
し
、
、
. 

或

は

灰

配

勞

働

觉

の

愆

哝

に

解

し

ち

~_

姐

の

彼

妙

憤
«

論

と

關

聯

せ
1,

め

ら

れ-

^

ス
ミ
ス
に
务
う
て
は
、‘「

腐
"
間
に
對
象
化
さ
れ
?:

勞
{ #

. 

と
ル
.；け
る
勞i

」

X

T
资
働
力
の
似
値
と
勞
俲
の
憤
値」

と
办
本
質
的
相
齋
を
遞
贱
的
に
把
扼
す
る
'に
觅
つ
て
|

ぬ
.が
ハ
然
し
、
雨
^

’

の

货

^

小

一

致

故

認

識

せ

ら

れ

て

ゐ

る

。

そ

わ

故

、
'ス

ミ

ズ

は

穷

砌

の

也

茆

物

の

交

换

惯

依

は

こ

の

生

商

物

を

，生

鹿

す

る

ね

め

に

投

下

せ

'».
 

.•:.
 

. 
'
 

,
 

,
 

•
 

. 

' - 

•-
.-
',
/-

 

-

 

•

 

■

 

•■

 

-

 

.

.

.

 

•

 

•

 

<
.
 

■

 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

 

-

 

\ 

.

.
*
.
.
.
.
.
.
-

ら
れ
? :
氓
蚴
の.r

努
M
I
T
1!
;

投
下
熒
侧
兑
の
み
か
ら
成
ぶ
の
で
は
な
<-
-'
*「

利
澗」

及

「

地
代」

.
士
ら
も
成
つ
て
ゐ
る
。
然
も
卞
ら
パ
こ
の 

坐
産
物
を
以
て
他
の
熒
働
を
支
配
レ
、
購
1
贝
す
る
場
合
に
は
唯
そ
の
生
席
物
の
、「

紙

控

に
-
分
解
さ
ル
ゆ
べ.
と
，こ
ろ
の
惯
姐
部
分
に
の
み- 

依
る
の.
で
あ
る
。
I
し
も
、■「

利
測」

f

地
代」
の
ー
部
藍
に
穷
侧
を
崙
し
、-
職
人
价
：ん
と
し
て
;]
]
ひ
ら
る
、
埸
合
は
、
Gl
i
、
そ
れ
ら
‘
 

.
が
^
^
に
轉
化
せ
ら
を
^
な
ら
ば
、
ョ
リ
逾
か
に
多
く
の»

働
^ :
を
支
配
し
、
，1«
^
す
る
こ
と
が
河
能
^

の

で

あ

る

パ

ヵ
,.
<

^

へ

る

吣

は 

が
侧
の
ル
；淹
物
の
交
換
似
侦
は
'「

啊
ヵ
货」

と
し
て
支
拂
比
f

部
分
'パ
支»

资
働)

と
、
勞
货
と.
し
て
支
拂
は
れ
す
资
木
象
及
地
生
の
チ.

-中
に
獲
柑
也
'ら
る
X

「

利
雙
地
代j  (

不
拂
榮
働)

と
:̂
分

肌

せ

ら

る

、
啡
^
な

る

、
の

で

あ

る

0「

不

佛«

働
に
分
»

さ
れ
る
®
値
部
分
を
' 

§

の
ー
部
に»

化
す
る
な
ら-
ば
、
取
C
努
货
の
み
、か
^
成
る
似
値
部
分
を
努
働
の
t t
it
n

に
あ
て
る
ょ
り
も.
、
ョ‘リ
多

バ

：
の

勞

働

货

を

..
'..
:•,. 

.- - 

'一

.  
. 
••.....-. "*•  
••.:...
* • ... 

•... 
:...:..
 
'"ぐ- 
一
.
......•..... 
: .
;■
•. 
•• . . V.  .
••.
' r,.:- .... 

'r.
*1
/

:

•+.-
■. 

;•
:/•. 
•;•. .....- 
.
;•
••■•-.. 

. 
• ......'

•:..'
 

. 

-•

、
腊1
只
し#

る
啡
に
な
ふ
,°
;;
1
-
:宄 

.

-
• 

■
 

i

敁
仞
'ス
ミ
ス
比
脊
1
の
偎
攸
を
イ
资
1 5•

利g

及
地
代」

の一

二̂

に
分
»

し
?:
0「

，
あ

ら

ゆ

る

社
#

に
‘
お

：
；
>

は
、'
.あ
ら
ゆ
る
物
品
の
俜
. 

格
は
\

結
：̂
こ
れ
等
:-
:
:部
分
の
内
の
い
づ
れ
か
一
に
、.
ま
广
は
そ
の
全
.部
に
分
»

せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
巡
步
せ
る
社
俞
に
枳

.

.

.

.

-て-
.

'

-
.
ニ
 

• 

- 

- 

V
. 

-
•
• 

- 

. 

■ 

. 

. 

ノ
. 

：： 

... 

. 

:

1、： 
.
, 

• 

.

.

. 

I
-
. 

- 

.

.

. 

.

•■
•
.
. 

-

い

て

は

、

こ

れ

等
の

；：：

つ

が

大

部

分

の

物

(|
1
(
.

の
愤
格
の
‘竹
に
、
'
そ
，
の
.

#
成
部
分
と
し
て
多
か
れ
少
か
れ
入
り
込
办
で
ゐ.
る
の
で
ぁ
る
。」

(
“
六
ス
ミ-ス
はS

氺
ネ
雜»!
:
ノ
沖
に
於
て
は
穷
働
に
ょ
グ
也

^
せ
“
れ
广
商
仏
愤
値
が
努
货
利
^
及
地
代
へ
と
分
解
し
て
行
く
と
沄
ふ
所
哨
：

「

投
下
^

證

」

X

「

溢

分

解

説」

美

述

し

广

。
此
の
■

「

不

雾

木

」
■

の
似
驗
移
轉
の
盟
蒸
く
考
ぎ
入
れ
な
か
つ
た
爭

は
列
論
上
讥
火
な
る
、_

點
乾
賤
し
た
も
の
ど
萁
ひ
得
る
の
、で
；5
る
が
、
.
.此
等
の
观
論
を
进
礎
士
し
へ
'1
:

「

利
渦」

「

地
代」
M

-象
を
把
揋
せ 

.
ん
と
し
た
む
で
あ
る
0«
:
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.
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逢

猜

遷

I
.

識

；窗

潑

1

:

:

;

:

^

,

を
そ
の
^

雜
^

^

^

^成
さ
れ
て
‘ゐ
も
パ
今
や
い
そ
れ
は「

!-
}

然
似
格」

(
N
a
t
u
r
a
l

 

P
r
i
e
s
}

で
あ
る
,°

土
地
从
生
版
^ -
.參
加
レ
來
る
毀
'
. 

<
||
.「

地
.代
<|
__.
.
も

「

穷
货
及
利
澗」

'と
企
く
剛
«
に
1:
1
然
^

&

の
«

成
耍
素
と
し
1 :
,說
叨
せ
ら
れ
^
ゐ
る
0

「

あ
P

妳
UNI
I
の
®

格

が

土

地

の，
 

加
代
i
 

i
做

め

と
、/
を
の

虎
“
川
を̂

./
!
1
、

、
a

l

し
<、
TI
J

- 4
5

に

搬
/f
i

す

る
?:
.め

に

相

ひf:
f e

木

の
. P
㈣

と

を

こ

れ^ f
の
门
然
率' に

辦 

つ

て

支

拂

ふ

に

充

分

な

对

け

で

あ

つ

て

、

そ

れ

似

上

；̂
も

な

ぐ

、
’
そ

れ

以

下

で

も

な

い

な

，ら

ば

1

こ
の
，商
n
ll
l
lは

「

以
然
似
u

e

寶
ら
れ
V
 

る
,

で
あ
-
る」

5:“

パ

-^

^

仞

格

れ

ダ

生

.
术

沿

.

.

.、及
^|
1

代
//

洛
<
« '
:/
/

に
^

が
^

値

を

決

矩

す

名
.こ
.务
に
.ょ
'
0
'1:
;成

立

，甘
ら6
"
る
も
^
^

'

あ
づ
て
、〔

鎅
偎
格
そ
め
も
の
は
バ
ぇ
の
撕
成
部
分
た
る
势
®

、
利g

、

及
地
化
の
f

,の
|*
(

然
难
が
| |

動
す
る
伫
應
じ
>

_

|

る
砰 

.
以
で
あ
る
。
ケ
や
ゾ
贿
品
憤
值
-
—

け
然
似
袼
は
不
ミ
ス
に
あ
づ
て
は
穷
货
ハ
利
，

，及
她
代
の
三
者
を
^

1:
'

»

成

せ

ら

れ

る

も

の

で

あ
 

.

つ
て
、
叫
等
の
合
訃
で
|

-

此
媳
>ひ
は
所
3

顧
§

«

成
說」

を
論
述
V

そ
れ
を
迪
礎
と
し
て「

I

』
「

M

代」

. 

ん
と
，す
る
の
で
冷
が
、、/'「

利
測」

.

「

我

」

は
旣
に
«

へ
ら
れ
，た
も
の
，と
し
て
前
提
さ
れ
、
そ
.れ
以
上
深
ス
汜
究
サ
、

i
-

れ
て
-
ゐ
な
■い

の
• 

を

知

る

。

ー
方
’に
.於

て「

惯
姐
の
努
货
等
々
-
へ
'0

分
解
ぃ

「

>-
'
、
他
方
に
，

「

勞
1 5

等
々
.に
依
つ
て
愤
格
の
»

成」

と
，
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从
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n
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す
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y
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す
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代
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必
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土
地
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の
向
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格
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換
w

す
.れ
ば
、
地
代
比
勞
貨
及
利
澗
とi

:

様

，に

憤

格

權

成

の

内

容

と

，し

て

、

そ

れ

は

多

べ

の

商

品

に

お

い

て

、

筋

三

の

_

成

部

分

を

な

す 

も
の
I

s

、
.
地
代
は
價
格
.

成
I

と
し
て
、
言

I

に
そ
の
位
f

这
て
ゐ
る
如
ぎ
も
の
.
と
し
て
考
へ
ら
れ
て
I

O

一
 

然
る
に
、

ス
ミ
.ス
は
笫1

編
第
.

H
;

幸
「

土
地
；の
地
代
に
つ
い
て」

，を
論
す
る
場
合
、-
上

述

と

は

異

，つ

た

見

餅

を

述

.べ
て
ゐ
る
0
此
竭 

に
、於

て

は

、

地

代

は

||
|

然

僧

格

の

襁

成

|

^

と

レ

て

賃

銀

及

び

利

渦

と

は

異

つ

?:
方

法

に
f
い

T

入
り
こ
むで
來
る' 
と

去
ふ
。「

地

代

 ̂

賃

銀

及

び

利

澗

と

は

與

つ

た

方

浓

に

お

い

て

，、

商

品

，の
憤
，格

に

人

り

达

む

。

」

-
肋
て
此
の
報
は
、
地
代
はG

然
憤
格Q

.

權
成
部
分
と
I

て 

常
に
絶
對
的
に
そ
の
^

容
^

形
成
す
る
名
の
と
レ
て
賛
銀
及
び
利
澗
と
ハ
同
様
に
入
り
込
む
で
冰
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
換
言
す
れ
ば
、
：謂 

,布
さ
れ
?:

土
地
が
生
跑
に
參
加
す
る
に
布「

る
や
赉
炉
、
地
代
は
必
中
し
も
愤
格
の
內
常
中
に
人
り
込
む
で
來
な
い
と
。
，

• 
' 

.

「

土
地
の
沈
鹿
物
は
"

そ
の
齊
通
の
愤
格
が
、.
そ
れ
を
市
場
に
持
ち
來
す
た
め
に
使
は
れ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
?:

资
本
と
、
そ
れ
に
普
®
 

利
澗
を
加
へ
た
.名
，の
を
_

す
る
に
见
ふ
％

の
で
な
け
れ
，ば
、.
哿
通
、
市
場
に
提
供
せ
ら
れ
^

こ
と
は
な
い
。
も
し
も
#
1通
の
價
|
&
が
こ 

れ
以
上
で
ぁ
る
時
は
、
そ
の
剩
餘
部
分
は
自
然
土
地
の
地
代
に
な
る
の
で
ぁ
ろ
;5
-
。」

跳
ニ
地
代
、は
'生
產
t

格
屮
ょ
り
资
本
家
の
前
鄉 

ひ
^
:
勞
货
と
平
均
利
澗
七
を
史
拂
つ
?:

後
に
殘
る
剩
餘
|
|
分

と

し

て

、規

记

せ

ら

れ

て

，
ゐ

る

。

先

に

兑

た

如

く

由

然

紙

格

は

「

地

代

、
.
鋒
 

貨
、
利
澗」

の
全
惯
姐
で
ぁ
り
、
商
M
rl
l
lが
市
場
に
长
期
間
に
ゎ
?:

つ
で
持
も
來
た
ら
し
め
ら
れ
る
烺
俾Q

價
格
で
ぁ
つ
た
が
、
今
や
、
労

■

■

■■
;■■;
■'
■
一

,

-

,■;
.■■

■:
.
.
.
.

.■
■
.
■
ゾ

■

■\ 

.-■- 

. 

\

-:
;-
■'
- 

.

. ..... 

V
、
： 

. 

.
■
:

.

.

.

. 
' 

.

.

.

ム

，
：

ノ

 

' 

■
-
 

.

.

.

.

.

.

,,
'■•

: 

; 

■ 

-

r

と
沭
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^

1和
る
價
格
で
商
"
||
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. ^
»|
1
_場
に
极
川
せ
ら
る
、
墙
と
な
る
0

ス
ミ
ス
は
1:
1

然
惯
格(
赞
賃
';
.
> 
利
潤
、
•及
地
代
> \

の
合
訐
>

‘•と
は
I

的
に
f

 

r

l
な
i

s

j

 

t

i

n

t

 

P
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.，Q
概
f

上
移
行
す
る
'

「

充
分
な
る
憤
袼」

と
は「

そ
れ
を
市
場
に
.

.
慮

灌

す

た

’め
に
使
⑷
れ

ね

双

な

纖

か

つ

た

靡

と

：.
，
そ

れ

に

達

f

 

へ
た
も
の
を
補
偾
す
る
に
足
る」

璧

R

■

あ
つ
，.

、
. 

T

?
ll
t

。は
■

が
^

^

_
的
■

下
■

湯

_

灌

、
.爲

産

_

龙
^

，可
缺
_

た
る
價
■

德

：は
、
-こ
■

着

祖

ー

資

菜

f

嘴
 

：：

铲
し
れ1

备

憤

格

j

®

、
：
S

本
家
の
前
佛
ひ
L

た
も
の
以
外
に
な
ほ
平
均
利
濟
を
支
拂
ふ

と

こ

.ろ
の

價

格

」

.

u

.

「

m々
っ

^

.

.

本
m

て
资
康
達
の
_

が
つ
<

1

す
と
セ
る
の
平
均
憤
格」

'で
f

 

0
而
し
5

木
家
1

1

塞

美

施

す

る

場

' 

'

, 

令
、
.
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「

充
分
な

I

格」

■と
は
S

8

的

つ

て

充

.分
な
、
.資
本
の
立
場
か

赢

て

充

分

な價
格

の

意

味

でf

 

然
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含
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.地
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.；を
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へ
す
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で
.あ
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る0. 
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通
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如

何

に

ょ

り

變

動

す

る

惯

％

、
市

場

~價
格

(
I
r
k
e
t

 price) 

t相
嗾

す

る
 

.少

i
舎

め

.充
分

I
價

f
捕

倌

し

辦

I

f
の

で

あ

れ

ば

、
，商

陰

$

に

挺

供

せ

ら

れ

、

4

1

1
格

は

支

柳

る 
> 
を
 

要

し

な

い

讲

と

な

る

。

今

地

代

發

汰

に

關

聯

も

て

通

常

僧

潞

と

充

分

な

る

價

條

と

の

關

係
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せ
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鳩

黹

_

汾
と
レ
て
、含

ま

冷

梁

地

代

は

、
通

常

债

格

が

充

分

な

备

格

以

土

|

,る
^
餘

と
1
て
|

さ
れ
、
：
常
こ
也tを

■ 

'



,
必
+

る
か
瀋
か
は
黎
價
格
が
充
分
宄
る
僙
格
凋
太
に
灰
ド
か
否
か
に
侬
存
し
、.
そ
れ
は
-「

需i
u

如
何
に
上
る
。
il
t

辟
に
於
て
は
1

0

.

'

代
は
一
、
切
の̂
,}
/
.の
價
格
の
必
然
的
な
洛
«
成
部
免
で
は
な
い
と
沄
ふ
雄
>
ぁ
る
。i

代
、は 

'つ
の
剩
餘
部
分
と1て
把
振
せ
ら
れ
て
泠
、

0 

,

. 

'

'に

-
.
1 

'
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、
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:

以

，上

の

观

論

は

火

體

に

於

て

後

に

イ

弟

额

地

代

：
！：

0

發

生

に

’關

す

る

 

一•
9
co
,

»,
l1
,發
點
を
栺
示
1

て
ゐ
る
も
0

と
对
<

ら
れ
る
。
然
し
乍
、

•

.

ら
、「

剩
餘
部
吩
9

發
生
の
很
瀨
を
土
地
の
生
產
カ
の
兹
等
に
關
聯
せ
し
め
る
來
無
ぐ
、
需
妒
你
從
關
係
に
求
め
七
た
め
'}
:
:
、正
し
い
出
^

-

點
.は
そ
れ
を
见
し
い
結
論
に
夂
で
發
展
せ
し
め
ら
れ
る
辦
な
く
し
て
終
つ
忆
。
然
し
乍
ら
、
•
ス
ミ
ス
の
他
の
所
'論

、
鍁

山

’地

代

の

發

生

奪

,

,
論
ヤ
る
場
八"そ
の
發
生
.

Q

根
據
を
鑛
山
の
■相
對
的
豐
度
.に
關
係
■せ
し
め
.て
ゐ
る
侧
所
に
於
て
、
又
ミ
ス
凇
宪
额
地
代
論
的
31
論

に

多

く

の

 ゝ

'
.站
磔
を
與
<
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